
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
九
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
二
） 

答

弁

第

三

二

号 

   
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
「
憲
法
、
国
際
法
と
集
団
的
自
衛
権
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
四
第
三
二
号 

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
稲
葉
誠
一
君
提
出
「
憲
法
、
国
際
法
と
集
団
的
自
衛
権
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て 

国
際
法
上
、
国
家
は
、
集
団
的
自
衛
権
、
す
な
わ
ち
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
外
国
に
対
す
る
武
力
攻 

撃
を
、
自
国
が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
力
を
も
つ
て
阻
止
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る 

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

我
が
国
が
、
国
際
法
上
、
こ
の
よ
う
な
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
権
国
家
で
あ
る
以
上
、 

当
然
で
あ
る
が
、
憲
法
第
九
条
の
下
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た 

め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と 

は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
つ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。 



六
に
つ
い
て 

な
お
、
我
が
国
は
、
自
衛
権
の
行
使
に
当
た
つ
て
は
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
行 

使
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
つ 

て
不
利
益
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。 

我
が
国
は
、
国
際
法
上
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て
お
り
、
こ
の 

こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
五
条

(Ｃ )
は
、
「
連
合
国
と
し
て
は
、
日
本
国
が
主
権
国
と
し
て
国 

際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
に
掲
げ
る
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
…
…
を
承
認 

 

す
る
。
」
と
、
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
共
同
宣
言
第
三
項
第
二
段
は
、
「
日
本
国
及 

び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
方
の
国
が
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
に
掲
げ
る
個 

別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
」
と
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
前
文
は
、
「
両
国
が
国
際
連
合
憲
章
に
定
め
る
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛 

四 
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に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

の
固
有
の
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
答
弁
は
、
そ
の
答
弁
に
係
る
事
態
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
自
衛
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が 

あ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
答
弁
の
直
前
に
お
い
て
、
「
わ
が
国
に
対
す
る
武
力 

攻
撃
が
あ
つ
た
場
合
に
日
本
の
個
別
的
自
衛
権
は
限
定
さ
れ
た
態
様
で
発
動
で
き
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
ご 

ざ
い
ま
す
か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
答
弁
は
、
我
が
国
が
、
国
際
法
上
、
主
権
国
家
と
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
を 

説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
我
が
国
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
か
ら
五 

ま
で
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

右
答
弁
す
る
。 




